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東京富士美術館館長　五木田 聡

日頃より東京富士美術館の事業と活動に対し、あたたかいご理解とご支援を賜りまして、厚く御礼申し上げます。

東京富士美術館は、2023年11月3日に開館40周年を迎えます。そこでこのたび、これまでの美術館活動の歴

史を振り返り、総括をするとともに、新しい美術館像を目指して、ブランドディレクターの八幡清信氏を中心に、

リブランディングに取り組みました。

言葉による自己紹介であるミッション・ステイトメントは、当館の職員有志によるブランディング委員会メンバー

が、文筆家・編集者の東晋平氏とともに思想と行動の理論を構築し、言葉を紡ぎ出しました。

デザインによる自己紹介であるロゴは、複数のデザイナーの方々が参加したコンペティションを経て、クリエイティ

ブ ユニット リム様が提案されたロゴマークと、KOKIN氏が提案されたロゴタイプを採用し、その異なる個性を

尊重しつつ、それらを融合して創造されました。

なお、その過程で生まれた新しい欧文書体は、当館のオリジナルフォントとして世に送り出すことといたします。

今後、全世界の人々が自由に使えるようになることを願い、当館のホームページ上で公開する予定です。

東京富士美術館の新しい人格と装いが皆様に親しまれ愛されるように、日々努力を続けてまいる所存です。今後

ともご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。



1983年5月3日、創立者・池田大作先生は来館した折に「世界を語る美術館」との指針を示しました。

【 創立者の永遠の指針 】

世界を語る美術館

1983年に開館した東京富士美術館。「一流の芸術を広く人々のために」「文化・芸術には、民族や国家を超えて人間を魅了し、
人と人とを結ぶ力がある」との創立者・池田大作先生の信条のもと、これまで幾多の国際交流展を活発に開催してまいりました。

単に過去の遺産を展覧するのではなく、人々が互いを理解し合い、「平和の文化」を生み出す原動力となること。これが私たちの

めざす美術館の姿です。

創立者は半世紀以上にわたって各国の指導者や第一級の知性と旺盛な対話を重ね、新たな千年紀に開花すべき地球文明ともい

うべきものの地平を遠望してきました。そして、その地球文明の創出は「世界市民」の自覚に立った新たな民衆の登場にかかって

いることを繰り返し語ってきました。

人類の多様な文化と歴史、その価値観に心を開き、喜びと敬意を抱ける人。自国の文化が他国・他地域との交流の中に培われて

きたことを理解する人。自らの郷土と社会を愛し、同時に自分が地球民族の一員であるという自覚のある人。

開館40周年にあたり、東京富士美術館は「世界市民を育む美術館」をモットーに掲げます。訪れるすべての人々、関わるすべて
の人々と一緒に、世界市民としての自覚と喜びを分かち合い、平和の文化、地球文明の創出へと歩みを進めてまいります。

【 モットー（基本精神） 】

世界市民を育む美術館
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【 ミッション（使命・目的） 】

自分の中にある美を開き
他者の中にある美を敬う

アート

アート
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すぐれたアートには、何か永遠なるものと人々とを結び合わせ、人間を高みへといざなう力があります。しかしその力は、もともと

万人の中にあらゆる美が本来等しくそなわっているからこそ発揮されるのです。

「有限な自己を超えた永遠なるものへの祈りと融合によって初めて、自力も十全に働く。しかし、その十全なる力は本来、自身の中

にあったものである」（創立者・池田大作先生のハーバード大学講演「21世紀文明と大乗仏教」より）。

私たちはアートと人間の関係を考える上においても、この創立者が示した重要な視点を根本にしていきたいと思っています。

すなわち、アートやその作者の中にのみ美があって、人々が何かを与えられる側にいるのではありません。誰しもの中に本来、美

というものが等しくそなわっているのだと私たちは考えます。すぐれたアートとは、それを開き、呼び覚ますことができるものなのです。

自身の中に本来ある美を発見することは、そのまま他者の中にも等しく美がそなわっていることへの自覚と尊敬につながります。

他者の中にある美を敬うことが、今度は自身の中にある美への自覚と信頼をうながします。

アートとの出あいを通して、人々が自分自身の中にある美の扉を開き、心と行動を変容させていくこと。自然環境まで含めたすべ

ての他者の中にある美を敬い、共生と対話への足場をつくっていくこと。

東京富士美術館は、創立者の思想にもとづいたこの美へのまなざしを、あらゆる活動の基軸としてまいります。

アート

アート アート

アート アート

アート

アート

アート

アート

アート



【 ヴィジョン（行動規範） 】
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1. 人類共通の財産として、アートを守り育てます
東京富士美術館は社会とその発展に寄与するため、人類共通の財産として有形無形のアートを収集・保存し、作者の心、守り伝え

てきた先人の営みを継承して、調査研究、展示普及につとめます。

2. あらゆる人々に開かれた美術館として、豊かな社会を実現します
あらゆる人々が敬意をもって迎え入れられ、快適に過ごせる美術館をめざします。また、創意工夫をもって、アートに触れる機会の

不均衡の解消につとめます。そして、地域から世界まで、さまざまな人々と連携し、歩み寄り、理解を深め合いながら社会課題を共

有するとともに、美術館の活動を通して多様性を尊重する人間性豊かな社会の創出に寄与します。

3. アートを通して、平和の礎を築きます
アートは人々を互いに近づけ結合させます。世界を覆う不信や暴力、分断を打ち破るものこそ、アートの力です。国境や民族、宗

教などの差異を越えて、互いの中に等しく美を見いだしたい。私たちはアートの交流を通して、人類の平和の礎を築いていきます。

4. 多様な価値観との出あいを大切にし、想像力と創造力を育みます
多様な価値観との出あいによって、人は自身の持つ多様性の窓を開き、想像力（イマジネーション）と創造力（クリエイティビティ）

を育むことができます。そして、それは他者の困難に同苦し、人生と社会の試練を乗り越える力となります。私たちは、子どもたち

をはじめ、あらゆる人々に開かれた学びの場としての美術館の役割と使命に挑戦していきます。

アート いしずえ

いしずえ



東京富士美術館の新たなブランドコンセプト 「アートを身近にする平和と美の発信地」。

「アートを身近にする」という言葉は「アートをより多くの人に開かれた存在にすること」はもちろん、「自分の中

にある美（アート）を発見していくこと」も意味しています。

ブランドを人格に例えた、ブランドパーソナリティは「やさしく、穏やかで、柔軟な思考をもつ平和主義者」「伝

統を大切にし、革新的な発想力を併せもつ知性派」と定義。

新たにデザインされたロゴは、これらのブランドの核を体現したものとなっています。

「TOKYO FUJI ART MUSEUM」のFとMに、富士山や八王子の八の字をイメージしたエレメントを組み合

わせたクラシックで洗練されたロゴマークは、当館がこれまでに築いてきた伝統を大事にしつつ、革新的な発想

力で美術館活動を推進していく知性を表しています。

「東京富士美術館」の和文タイプは、しなやかさを持つ骨格に、漢字の複雑な印象を排しながら品格を保ち、スッ

キリと名称が認識できる設計となっています。 

「TOKYO FUJI ART MUSEUM」の欧文タイプは、優しさや、しなやかな印象を含みつつ、しっかりとした骨

格により、確かで普遍的な印象を付加しています。
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ロゴのカラーは、ブランドコンセプトを体現するため、下記のブランドカラーとサブカラーで展開します。

プラチナは洗練された品格を備え、存在感を放ちながらも主張し過ぎない美しさがあり、他のカラーとも

調和するカラーです。これは、様々なアートを受け入れる美術館のイメージや柔軟性を表し、先進的な未

来を感じさせる当館の革新性を表現しています。

ブランドカラー：プラチナ

カラー  コンセプト 11C O N C E P T



●  ブルーは知性を表し、美術館で得ることのできる知識や教養を表現しています。 
●  ピンクは親和性を表し、アートを身近にする美術館を表現しています。 
●  グリーンは平和を表し、アートを通して平和の礎を築きたいとのヴィジョンを表現しています。 

サブカラー： ブルー ・ ピンク ・ グリーン
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ブランドについて

開館 50周年に向けて、あたらしい東京富士美術館の姿を目指し、ブランディングを推進しました。

ブランディング委員会を中心に、内外の幅広い意見を集約し、東京富士美術館の持つ「らしさ」を今一度見

つめなおしました。

その結果生まれたのが「アートを身近にする平和と美の発信地」とのブランドコンセプトです。

「アートを身近にする」という言葉は「アートをより多くの人に開かれた存在にすること」はもちろん、「自分

の中にある美（アート）を発見していくこと」も意味しています。

アートの力で「平和」を目指す姿勢も、東京富士美術館の大切な「らしさ」となっています。

ブランドを人格に例えた、ブランドパーソナリティは「やさしく、穏やかで、柔軟な思考をもつ平和主義者」「伝

統を大切にし、革新的な発想力を併せもつ知性派」と定義。

新たにデザインされたロゴは、これらのブランドの核を体現したものとなっています。

また、高尾山越しに「富士」の頂をのぞむ、自然豊かな八王子という地域が持つ「らしさ」も併せて表現

しています。

ブランドディレクター　株式会社 OICHOC　八幡 清信
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クリエイティブ ユニット　リム
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ロゴデザインについて

ロゴおよび VIのリニューアルに伴い常に心がけたのは、東京富士美術館は日本・東洋・西洋の質の高い所

蔵品を持つグローバルな美術館であるとともに、あらゆる人々に開かれ親しまれる場であることを表現する

事でした。

ロゴマークは、クラシックとモダンを融合させた独自のアルファベットとエレメントで構成し、信頼や洗練を

感じさせるデザインに。ロゴタイプとの組み合わせ方によって表情を変え、革新的かつ楽しさや親しみのある

印象をもたらします。

カラーリングも含め、これまで東京富士美術館が培ってきた伝統を引き継ぎながら、新たな視点を加えるこ

とでより豊かなメッセージや創造力がうまれ、ブランドコンセプト「アートを身近にする平和と美の発信地」

を総合的に表しています。
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タイプデザインについて

［和文ロゴタイプ］　

東京富士美術館の理念に触れ、アートを通して育まれる人間性に通じる「普遍性」や「柔軟さ」が根底にあり、

文字自体が何かを語っているかのようなデザインにしたいと思いました。明快なデザインの中にも、あらゆる

人に対してアートを身近にする「寛大・寛容さ」を内包し、しなやかで品格ある表情で来館者を迎えるよう

な印象を目指したデザインです。

しっかりとした骨格に対し、払い・ハネの伸びやかなカーブにより、シンプルな中にも凛としたイメージを感

じられるよう設計しています。

画数が多めの字並びにより複雑になりがちな漢字の印象をスッキリと整え、可読性を高めるとともに、見る

たびに新鮮さを感じるような飽きのこないデザインにアプローチしたものです。

［欧文ロゴタイプ］　

和文ロゴタイプと同様のコンセプトに加え、代表的コレクションである西洋絵画のイメージからインスピレー

ションを受け、それに通じる石彫文字の香りも感じられるようデザインしたものです。

しっかりとした印象の中にも、‘T’ , ‘K’ , ‘A’ , ‘R’ , ‘M’ に起筆・終筆部のアクセントを施し、 柔軟なイメージを

表現しつつ、ロゴとして適度な個性も持たせています。
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［オリジナルフォント］　

東京富士美術館の理念に触れ、アートを通して育まれる人間性に通じる「普遍性」や「柔軟さ」を根底に持ち、

ロゴタイプと同様、凛とした品格が、ランダムに表記される文字組みから感じられるように制作しました。

欧文ロゴタイプの起筆・終筆部のアクセントを、特定一部の文字に展開し、様々な文字組み全体から適度な個

性が表れるように整えています。 また、欧文ロゴタイプ同様に、代表的コレクションである、西洋絵画のイメー

ジに通じる石彫文字の雰囲気も盛り込んでいます。

本文組みからサイン表示など、多様な状況に対応可能な3種類のウエイト（太さ）を持ち、多言語表記が可能

です。

いろいろな場面において、世界中の人々に長く親しまれることを願いつつ制作したオリジナル書体です。 

画家・タイポグラファー　KOKIN


